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（１）開会 

（２）議事 

（会長）   それでは、次第に従いまして進めてまいりたいと思います。 

次第４、令和５年度の環境施策の主な実施状況について、事務局からご説

明をお願いいたします。 

 

（事務局）  ※説明※ 

 

（会長）   ありがとうございました。 

 この後、委員の皆様からのご意見あるいはご質問ということになるわけで  

ございます。一言すみません。先ほど目標数値との関係で種々の現状のご説

明があり、まさに環境区民ということを念頭に置いて様々な活動を幅広く展

開されているというご説明でございました。 

その上で、全体をといいますか、数値目標との関係とか、あるいは本活動

に関してなんですけど、行政のお立場から見て、現状をどのように評価され

ているかということについて、若干お話がいただけると、議論しやすいのか

なと思いますが、いかがでしょうか。特に数値目標との関係でいいますと、

なかなかまだ到達はしていないようでありますけど、それでも着実に成果は

上げてきているという状況だと思いますし、個々のもろもろの活動につきま

しても、言わば環境区民という概念を広げていこうと、その下での活動を展

開しているということを見てとれるわけでありますけれども、言わば委員の

立場ということではなくて、行政のお立場でご発言ありましたら、どうぞ。 

 

（事務局）  これまでの成果と昨年策定いたしました実行計画との関係のお話、いただ

きました。正直申し上げまして、環境の部分、数値目標というのは挙げては

おりますけれども、それをどのくらい実現できたかというのは、目に見える

ものではないので、なかなか難しいというところでございます。ただ、先ほ

ど説明がありましたとおり、森林整備事業については、募集を開始した翌日

とか翌々日にはもう募集がいっぱいになってしまうというようなことで、か

なり区民の、特にお子様連れの家庭での環境に関する取組というのですか、

関心が高くなってございます。また、同様に、今年の１月、ゆいの森あらか

わでお天気キャスターの依田さんをお呼びして講演会を行いました。温暖化

に対する講演でしたが、それも次の日にいっぱいになってしまうというぐら

いに、昨年度にはなかった新たな動きというのは出てきているので、今後も

その辺をしっかりやっていきたいなということで、日々の取組が近い将来、
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また、２０３０年、２０５０年に向けての積み上げになっていくのかなとい

うふうに感じているところでございます。 

 

（会長）   そうすると、一人一人の環境区民を念頭に置いたときに、それぞれの意識

を高めていくという観点から見たときに、十分な手応えを感じつつあるとい

うことでよろしゅうございますか。 

 

（事務局）  はい。 

 

（会長）   分かりました。ありがとうございました。 

       これから委員の皆様方のご意見、ご質問をいただきたいと思います。 

       まずは生活者あるいは事業者という立場で環境問題に携わっておられる方

からご発言があれば、お先にお聞きできればと思っております。 

 

（委員）   ３月３０日に開催される予定のシダレザクラ祭りですが、このテーマが

「私たちの地球を守る」、今、できることを考えようということになってい

ます。環境課では、環境清掃フェアのような大きいイベントがコロナ禍より

なくなっています。昨年７月に国連のグテーレス事務総長が「地球温暖化の

時代が終わり、地球沸騰化の時代が来た」と各国政府に気候変動対策の加速

化を求めました。何とかなるということでは、もう間に合わないのではない

か、子どもから高齢者まで全ての荒川区民が具体的な行動に移せるような政

策を強く打ち出していただきたいと思っております。いかがお考えでしょう

か。 

 

（事務局）  ありがとうございます。区民の皆さんに環境問題を自分事として捉えてい

ただくためには、環境を身近に感じる機会を提供することが大変大事だと考

えてございます。 

       ご指摘の環境フェア、確かに以前やっていたのですが、コロナをきっかけ

になくなりまして、その代わりに今、エコキャラバンという形で、アウトリ

ーチと申しますか、区内で幾つかの場所で環境についてのＰＲをキャラバン

隊のように行う、そういう形にだんだん変わりつつあるところであります。 

 一方で、自分事として捉えていただくための政策というか、事業としまし

ては、先ほども令和６年度の新規事業の話をさせていただきましたが、生き

物図鑑づくりで身近な動植物の写真を撮ることで、都市化された荒川区でも

いろんな生き物が住んでいるということを実感できれば、そういうきっかけ
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になればというふうに思っているところでございます。 

       こういった自分事として捉えてもらえるような事業を進めていきたいと考

えてございます。 

 

（会長）   ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 

（委員）   そうですね。ぜひ具体的な行動で皆さんに伝わっていただけるようにお願

いしたいと思います。 

 

（会長）   今度は事業者の立場から何かございますか。 

 

（委員）   荒川区は、今まで緑がほとんどない区で、最近は工場とかなくなってきた

ので、大分緑は増えてきているように感じます。自分事で言いますと、私な

んかも十五、六年前に裏に１件あった倉庫を取り壊しまして、２０坪ほどの

空き地をつくったのですね。そうしますと、自然と木が生えてきて鳥が運ん

でくるのだが、ここ四、五年は春先になるとメジロが必ずやってくるように

なりまして、どこかで繁殖しているのではないかなと思って。それにつきま

して、今、荒川区でも空き地に小さい公園ですか、避難所みたいなものをつ

くっておりますけど、こういう森林対策のために、ある程度の坪数のところ

に、公園でなく、鳥が自然とつくってくれる自然林みたいな空き地をつくっ

ていただいて、そういうところもひとつ、お子さんらの観察施策にしてもら

えたらいいのではないかなと考えております。 

 

（事務局）  ありがとうございます。区内、大きい公園は少ないのですが、ご指摘のと

おり、小さい公園、また、防災スポットと呼ばれるような地域で非常時に集

まれるような、そういった場所がだんだん増えてきたところでございます。

自然に木が生える、非常にいいことですが、空き地で生えてしまうと逆に問

題になったりするのですが、調和といいますか、バランスを取りながら、自

然の部分について、より身近に感じられるようにしていきたいと、このよう

に思っています。 

 

（委員）   ありがとうございます。 

 

（会長）   ほかにございますでしょうか。 
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（委員）   意見が１点と質問が１点でございまして、まず１点目が、我々の会議も実

は完全ペーパーレスでやっていまして、この会議資料も結構な枚数があって、

会社のほうにもご丁寧に資料をお送りいただいたのですけれども、全部ペー

パーレスがいいのではないかなと、ぜひご検討いただけたらと思っておりま

す。 

       質問は１点でございまして、資料の１１ページに業務部門と家庭部門、産

業部門で２０２０年度、２０２７年度、目標に向けてどう削減していくかと、

本日拝見しておりまして、比較的、業務部門に関しては、年々少しずつ圧縮

をなされているのかなと思っている一方で、家庭部門のほうはまだまだ圧縮

し切れていないというのが拝見できました。今、取組をされている中で、町

屋地区のプラスチックの回収、これは本当にすばらしい取組だなと思ってお

りまして、私も会社が製造業で食品関係なのですけれども、プラスチックの

製品を全て紙のパッケージに変えたりとか取り組んではいるのですが、どう

してもプラスチックが出てきてしまいます。ここを今後、町屋地区だけでは

なくて、ほかのエリアに広げていかれたりですとか、こういうところから、

どうしても使うものを変える、エネルギーを変えるというのは、蓄電池だっ

たりとか太陽光とかというのはハードルが高いかなと思うのですけれども、

インプット、使うだけじゃなくて、アウトプット、捨てるところは絶対捨て

ますので、そこにフォーカスを当てて、家庭の部門ではそういったサイクル

を全繰りしてもいいのではないかなというふうに思っておりますので、今後

そういった試み、取組をしていく方針とかもしあれば、お伺いしたいです。 

 

（事務局）  ありがとうございます。幾つかお話いただきました。まずＣＯ２の排出量

の削減等につきましては、特に業務部門、おっしゃるとおり減っているんで

すが、一方で家庭部門等については、なかなか減っていかないと。そうした

中では、２１ページにも少し書かせていただいているエコ助成という制度の

中で、再生可能エネルギー、太陽光パネルに代表されるようなものを、やっ

ぱり値段が高いものですので、導入をどうしようかなというときに後押しす

るような制度を設けておりまして、こういったものを進めていくことで、そ

ういった対策に寄与できると思っています。 

 あと、冒頭のペーパーレスのご指摘、真摯に受け止めたいと思います。区

でも今、ペーパーレスに動いておりまして、ちょっとずつですが、進んでお

りますので、しばらく見守っていただければと思います。 

       あと、プラスチック回収につきまして、２５ページ等で少し説明させてい

ただきました。現状では、町屋２・３・４丁目、また一部集合住宅ですが、
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そこでの課題を洗い出しまして、できるだけ早い時期、令和７年度になろう

かと思いますが、区内全域での回収を目指して鋭意進めてございます。どう

ぞよろしくお願いします。 

 

（会長）   あとはいかがでしょうか。 

 

（委員）   ２１ページ、エコ助成、省エネ化電助成というのがありますけれども、こ

の中で、エコ助成で太陽光発電、８７件で１,７４８万２,０００円、これは

ほとんど戸建てですか。 

       もう一件、それから、エコ助成というのは期間限定で、令和６年も引き続

きこの助成がありますか。 

 

（事務局）  ２点ご質問いただきました。太陽光発電、おっしゃるとおり、戸建ての屋

根に設置するというもので助成をさせていただいております。また、こちら

に載せているのは令和５年度の実績ですが、令和６年度も引き続き助成の制

度を実施する予定でございます。 

 太陽光発電のエコ助成については、平成１８年度から引き続き行っており

まして、今後も継続したいと思っております。 

 

（会長）   よろしゅうございますか。 

 

（委員）   ありがとうございました。 

 

（会長）   では、企業のほうから何かありますか。 

 

（委員）   ８ページの荒川区のエネルギー消費量の推移というのがございまして、業

務部門と産業部門、この辺の区別がどういうふうになっているのかというか、

仕分がどうなっているかというのをまずお聞きしたいのと、それから、産業

部門がだんだん増えていっている傾向で、２０２７年度が６５４という数字

が出ているのですけども、荒川区の場合、今、工場がどんどん縮小されてお

りまして、実績として工場部門が少なくなる中でエネルギーが多くなるとい

うのはどういうことかなということと、あと、最近の機械が非常に優秀な機

械で、エネルギーを消費しないような機械が増えていますので、こちらが減

ってもいいのかなというふうにも思っておりますので、この辺の内容がどう

なっているのかというのをお聞きしたいのがまず１つです。 



 6

（事務局）  まず産業部門というのは、計画上の分け方ですが、建設業、製造業でござ

います。分け方としては、あと農業というのも入ります。一方で、業務部門

でございますが、産業部門と運輸部門に属さない企業、法人の事業活動とい

うことになってございます。運輸部門というのは、個人や事業者の自動車利

用、鉄道による輸送・運搬と、このような仕切りとなってございます。 

 

（委員）   そうすると、産業部門というのが建設と製造が入っているということで、

農業は荒川区の場合、ほとんどないと思うのですが、非常に分かりにくいの

かなというふうに思ったりするのですけども、増えているというのは、そう

すると、建築関係のエネルギーが増えるというイメージもあるということな

のでしょうか。 

 

（事務局）  内訳というのはなかなか難しいんですが、まずエネルギーというのが電気

であったりとか、あと、各種の燃料ということになりますので、この間、ご

承知のとおり、燃料の高騰であったりとか、また、コロナ禍等の影響も実は

ございました。そういった影響も受けているというのが実態でございます。 

 

（委員）   どうもありがとうございました。 

       それと、プラスチックのリサイクルのところですけれども、弊社は金網の

製造メーカーですが、お客様でプラスチックのリサイクルを行っているメー

カーさんがたくさんございまして、そういうところと共同でエコアクション

２０という取組をしているんですが、弊社の場合は産業廃棄物を全部の量、

計測したりとか、それから、電気代とか水道代を含めて、メーカーの係数を

全部計上して、十数年以上データを取っていまして、それに基づいて、どう

いうふうにしていったらいいかという取組をしています。そういう業者さん

が荒川区にも多分たくさんいらっしゃると思うので、そういう業者さんのデ

ータを集めて、実際問題、工業部門でどのくらいエネルギーが消費されたか

というのをやると、より厳密に分かるのではないかなというふうに、ちょっ

とこれを見てまず感じました。 

       それから、私は、荒川区のブランディング推進委員会の委員も仰せつかっ

ているのですが、荒川区のものづくりの産業を活性化させる一環として、荒

川区のブランディングを推進しておりますけれども、プラスチックを回収し

たものをできたら荒川区のプラスチック業者さん、そこが何か製品化できた

ら、荒川ブランドで売れるのではないかなというふうに、これを見ておりま

して、今ちょっと思いました。荒川区にも実際商工会議所に加盟されていら
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っしゃるプラスチックの製造業者さん、何社かいらっしゃいますので、そう

いうところにもお話をしたら、少し発展するのではないかなというふうに感

じましたので、意見としてご報告させていただきました。どうもありがとう

ございます。 

 

（事務局）  プラスチックの取組のことでご意見をいただきました。ありがとうござい

ます。 

       少し細かい話になろうかと思いますが、プラスチックをリサイクルしてい

く中で、２点ありまして、容器包装プラスチックと言われる、例えばカップ

ラーメンの容器などのプラスチックと、製品プラスチックと言われる、例え

ばクリーニング屋さんで出てくるハンガーのようなものとで、大きく分ける

と種別が２つございます。一般的に流通している再生プラスチックというの

は、容器包装プラスチックを中心に、フォークリフトに乗せるような工業用

のパレットになっていくということが主流になっております。一方で、その

難しさというところでいうと、容器包装プラスチックというのは、ポテトチ

ップスの袋であったりカップラーメンであったり、様々なものがあるという

ことで、素材が多様にあって、安定的に再生していくということが非常に難

しい要素になっているということが業界からヒアリングの中で聞いていると

ころでございます。 

       一方で、今、ご指摘いただいた点でいいますと、製品プラスチック、これ

は単一素材を集めやすいというところがありますので、製品プラスチックを

リサイクルしていくということが高まっていくと、高品質なものにつながり

やすく、かつ荒川区内の事業者さんにも取り扱いやすい再生ペレットになっ

ていくのかなというところが将来的な展望として今、分かってきているとこ

ろでございますので、そういった業界の動向というのも踏まえながら、区内

の事業者とも連携していきたいなというふうに考えているところでございま

す。 

 

（委員）   どうもありがとうございます。 

 私もプラスチックのリサイクル組合に入っておりまして、そういう現状は

分かっているのですが、例えば今、世の中で推奨されているのが、ペットボ

トルのキャップをリサイクルするというのが一時はやったのですが、荒川区

のほうも恐らくペットボトルのキャップだとかペットボトル自体を回収して

いると思うのですね。ペットボトルのキャップが一番リサイクルしやすくて、

ポリエチレンとポリプロピレンがほとんどですが、これは文具ですとか雑貨
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関係に全部使いますので、一部でもそういう作業に取り組めば、荒川区の実

績として上がるのではないかなというふうに思います。 

 

（会長）   いかがですか。 

 

（事務局）  ありがとうございます。現状、例えば本庁舎でもペットボトルの蓋を集め

てということで、それがワクチンになっていくようなところで、区と職員組

合で連携している取組になっているところでございますので、いただいたご

意見も踏まえまして、どういったことができるかということは検討していき

たいと考えております。 

 

（委員）   ぜひよろしくお願いします。 

 

（委員）   課題の側面じゃなくて、この資料を拝見させてもらいまして気がついたこ

とを少し述べさせてもらいまして、コメントがあればコメントをもらいたい、

こんな程度で結構でございますので、よろしくお願い申し上げます。 

       まず、３ページ、荒川区環境基本計画、これを拝見しますと、様々な計画

に整合性を持たせると、準拠するというような意味合いで、ただ、全ての計

画が既に古い計画なのですよ。というのは、今、激変していますよね、社会

経済状況が。また、地球温暖化に対する自然災害も。これに準拠した基本計

画と行動ではやはり実効性が上がらない、こんなふうに思いました。 

       もう一つ、先ほどご指摘がありましたように、家庭部門では逆に増えてい

るわけですよね。この件に関しましては、どのように対応するか、ごみの減

量となってくるかと思いますけれども、より具体的に示す必要があるのかな

と思いました。 

       あと、一つは、７ページ、４７％、これが果たして実現可能な数字なのか

どうかということで、区民の方々に分かりやすく説明をする必要があるのか

なと思っております。やはり実現不可能な数字をお示ししましても、区民の

方々の協力が得られない、逆の結果になってしまうかと思いますので、やれ

ばできるんだということを具体的に説明する必要があるのかなと思っており

ます。 

       もう一つは、現実の問題としまして、原発の再稼働が難しい今日、火力発

電に頼らざるを得ないわけですね。そうしますと、ＣＯ２の排出量が極めて

大になってくる、ここら辺の整合性はどうなのかということもしっかりと示

す必要があるかなと思っております。 
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       もう一つ、廃プラスチックの回収の関係も他の委員さんからも指摘があっ

たところでございます。全地域でやるべきです。ただ、その面に関しまして

は、行政もそれなりのコストが必要なわけですので、中間処理工場に一旦置

きますし、また、収集・運搬のコストも必要でありますし、そうしますと、

これは総論ですけれども、削減目標を達成するためにはどれだけのコストが

必要であって、そして、そのコストは区民の方々がどの程度負担して、行政

がどの程度負担するのかという具体的なお願いをしたほうが、削減の効果が

より実効性が上がるような事業になってくるのかなと、こんなふうに思って

おります。もちろん、太陽光パネルもコストがかかりますよね。やはり再生

可能エネルギーはコストがかかるんですよ。ですから、コストがかかっても、

なおかつやる必要があるということを、コスト負担のことも踏まえて、区民

の方々に分かりやすく説明する必要があるのかなと思っております。 

       以上、感想と視点を述べさせてもらいました。以上でございます。 

 

（事務局）  何点かご指摘、ありがとうございます。 

       まず計画の位置づけについてご指摘いただきました。おっしゃるとおり、

基本計画は平成３０年に制定し、１０年計画というものでございました。ご

指摘のとおり、地球を取り巻く環境はここ数年で本当に大きく変化している

と思います。そこで、区では、令和５年３月に地球温暖化対策実行計画を改

定して、この際に直近のデータを基とした施策を展開してございます。なの

で、基本構想に掲げる環境先進都市の実現を大枠として、具体的な施策は実

行計画で道筋をつけていると、こういった状況でございます。 

       今後、２０５０年のＣＯ２排出実質ゼロに向けて、また、ＳＤＧｓなども

目標年度が２０３０年度と、これは計画段階では馴染みが薄かったので、こ

ういったものを踏まえて、国や都の施策も加速していくと予想されますので、

区の計画についても、そうした動向を注視しながら、整合性を図っていきた

いと考えてございます。 

       次の、荒川区では家庭部門の排出量４割という部分で、ここをどうするか

という指摘、ごもっともでございます。先ほど来、エコ助成等々のお話をさ

せていただきました。こうした助成制度を充実させることによって、家庭で

の消費量も減って、また同時に、環境意識の醸成というものも図っていく必

要があると考えています。 

 

（事務局）  プラスチックの関係でコストをどう考えるかというご指摘をいただいたと

ころでございます。委員からもご案内いただきました、町屋で取り組んでい
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る状況、今、区で洗い出しを行っているのが、例えば大きい車でどんどん積

み込んでいくというところがなかなかしづらい、細い道路が多いというとこ

ろが荒川区の特徴であると考えております。現状の町屋２・３・４丁目とい

うのは、特に狭小の道路が多い地域、ここで大型の車両ではなくて、荒川区

の特性に合った小型の車両をいかに効率的に、台数を精査しながら全域に広

げていくのかというところの整理、精査に今取り組んでいるところです。ご

指摘を踏まえまして、コストが膨大にならないように、きちんと効率的な運

用ということも踏まえて、今後検討を進めていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

 

（委員）   私も端的に。プラごみに関してなんですけれども、家庭のＣＯ２を減らす

にはプラスチックごみ、区民の方にご協力していただくというのは当然です

ね。ただ、私なんか、どちらかというと出す側のほうでもありますので、ど

ういったものを出すのかとか、例えばごみ袋の色を変えるとか、一定の工夫

が必要だと思うんですけど、その辺のことはいかがお考えですか。 

 

（事務局）  どういった形で区民の方に出していただくかという工夫の中で、一つ試験

的に取り組んだものでいいますと、ペットボトルからリサイクルをしたごみ

袋というのを作ったことがございます。そこは一般に、今、スーパーやコン

ビニの袋を使ってごみを出されるという家庭も数多くある中で、一つ何かの

きっかけで区と接点を持ったときに、こういったものを使ってプラスチック

をリサイクルされたごみ袋ですよということに関心を持っていただくような、

そういった形で区民の方に関心を高く持っていただくということで取組を周

知、強化していければというふうに思っているところでございます。 

 

（委員）   今の取組、大変すばらしいと思います。荒川区で出たペットボトルが自分

のところで循環しているというのを区民の方が知っていくとなると、それは

すばらしい取組だと思います。 

       もう一つ、今、町屋地域とか、南千住のほうも細い路地がいっぱいあるの

で、プラスチックを回収するのに車のガスで空気を汚すみたいなことにどう

してもなってくると思うんですけれども、電気自動車は高いですけれども、

ハイブリッド車とかそういった車を活用してもいいのかなと思いましたけど、

いかがですか。 

 

（事務局）  車両というところの取組、確かに今、東京都も清掃車両のＥＶ化ですとか、
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あとは新しいものでいうと、水素で走る車をつくっていくという、そんな研

究であったり、取組というのが始まっているというのは聞いているところで

ございます。一方で、委員からもあったとおり、かなり高価なもので、かつ

現状でいうと大型の車両を、先ほど申し上げた区の特性に合った小型の車両

というのがなかなかないという実情がございます。ただ、取組は進んでおり

ますので、そういった取組を注視しながら、区で活用できるというところに

ついては、将来的に検討していきたいというところでございます。 

 

（委員）   ありがとうございます。 

       最後の質問ですけれども、食品ロスについてなんですが、荒川区は食品ロ

スを進めていただいていると思います。数年前はフードドライブも５か所程

度だったのが、今、２６か所に拡充していただきました。ありがとうござい

ます。 

       このフードドライブ、１つお伺いしたいのが、食品の数というか、総量と

いうんですか、そういうのが一昨年より昨年、昨年より本年と増えている状

況なのかどうか、教えてください。 

 

（事務局）  回収量でいいますと、今、右肩上がりといいますか、一番最初は平成２９

年に常設窓口を３か所設置しました。そのときには年間の回収量が大体３０

０キロぐらいというところが、先ほどもご案内したとおり、令和５年１月現

在で２,１５５キロ回収しているというところで、導入から認知度も高まっ

てきているというところで、年間にすると約７倍から８倍ぐらいになるのか

なというふうに、上がってきているというところでございます。 

 

（委員）   ありがとうございます。 

 集まった食品は子ども食堂とか居場所のところに配付していただいている

のですけれども、それ以外にはどういった形で配っているのか、教えてくだ

さい。 

 

（事務局）  原則といいますか、基本的に子ども食堂と、あとはフードパントリーとい

うひとり親家庭向けに月１回食材を選んでいただけるようなイベント、この

二本柱が主な用途になっております。一方で、例えば生活困窮者への対応、

区でも行っております。そういったところでの窓口から社協とも連携しまし

て、困窮者の方にもお配りしたりとか取組をしているところでございます。 
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（委員）   分かりました。困っている方に届けるためのものだと思いますので、引き

続き取り組んでいただきたいと思います。 

       また、物価高騰でまだまだ区民の方も大変な思いをされている方もたくさ

んいらっしゃるので、フードドライブの取組、１０月が食品ロス月間ではあ

りますけど、１０月だけではなくて、１０月に集中してやるということは賛

成ですけれども、このことも区民の意識を高めていただいて、取り組んでい

ただけたらと思います。食品ロスも地球温暖化防止にもつながってまいりま

すし、全家庭で、日本中でおにぎり１個捨てられているような、そういった

課題もございますので、食べるものに困っている全世界の方から比べると非

常に大切な取組だと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

（委員）   幾つかお伺いいたします。 

       まず８ページの表のところ、先ほど来質疑がありましたけれども、下の

（２）家庭における世帯当たり、（３）業務における延べ床面積当たりとい

うことですが、２０１９年と２０２０年を比べると、２０２０年度について

は、家庭においても、あるいは業務のところについても増加してしまってい

るという状況にあるわけですが、この辺、増えてしまったということについ

て、区としてはどのような認識でいらっしゃるのでしょうか。 

 

（事務局）  ここについては、コロナ禍が始まって、家にいるという、そういった機会

が増えたというようなことが背景にあるのではないかと考えてございます。 

 

（委員）   それは業務のほうもということですか。 

 

（事務局）  今のは家庭のほうではありますが、業務のほうについても増えているとい

うところではございます。これは先ほど来お話ししている電気ですとか各種

燃料のところなので、暖冬であったりとか気象状況によっても影響を受ける

というのは分かっています。 

 

（委員）   社会状況であったり、そういった環境によってのずれが多少出てくるとい

うふうにご認識されているということは分かりました。 

 上の表でいうと、多分、区全体なので、例えば人口が増えて、区内の世帯

が増えれば、結果として総量が増えたりとか、会社が減れば、総量としては

減るというようなことになるんでしょうけど、それぞれの事業所であったり

家庭における消費量を減らしていくということが大事であろうと。先ほど他
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の委員からもお話ありましたけれども、２１ページにあるような、いろんな

助成があって、例えば家庭で宅配ボックスを設置すれば、再配達が１月１回

あるのが、これによって１０回再配達がなくなって、これだけ減るんだとい

うようなことを分かりやすく示していくということが私も大事なのではない

かなという気もしましたので、申し上げておきたいと思います。 

       それから、もう一つは、２８ページですが、イベントのところで、最後に

参加者には記念品を進呈というふうに書いてあるんですが、これはちなみに

何ですか。 

 

（事務局）  ピリカの記念品でございますが、参加していただくと、まず特製ごみ袋を

差し上げます。５日間参加していただくと、特製の軍手、あら坊のプリント

がされている軍手を差し上げます。最後が、１５日間参加していただくと、

ごみ拾いのときにつまみやすい特製のトングを差し上げます。 

  

（委員）   何を申し上げたいのかというと、それをその後どれだけ使用されるのか分

からないのですが、区でもいろいろなイベントをやったりすると、記念品

等々でノベルティグッズみたいな形でいろいろお配りされていることがある

んだと思います。いろいろな環境のイベントもそうですし、参加してほしい

という思いでそういうグッズをお配りしているんだろうと思います。逆に一

方で、合成の誤謬じゃないですけど、そういうことの意識を高めてもらおう

と思っていることが、果たして環境全体で見たときに正しい方向なのかとい

う視点も一歩下がって持っておいたほうがいいのではないかなという気がい

たしております。記念品をもらったけど、家に置いたままでという方々も私

は一定数いらっしゃるのではないかなと思いますので、どういう製品がいい

のかもそうですし、本当にそれを配る必要があるのかというようなことも含

めて、個別のことではなくて、全体のことの一歩下がった視点というものも

持っておいていただいたほうがいいのではないかなということで申し上げて

おきたいと思います。 

 

（事務局）  ご指摘、ありがとうございます。何を記念品に据えれば参加していただけ

るのか、その記念品がその後どのように使っていただけるかは、制度設計の

際に担当者は頭を悩ませるところでございます。ただ、今申し上げたような、

特に１５日間でもらえるトングなどは、実際にごみ拾いをするときに使って

いただけるものでありまして、もったいないということでしまわれる方はも

しかしたらいるかもしれないのですが、ピリカによって拾われたごみという
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のは、１月中旬の時点でのお話ですが、５万以上です。５万２,１９０個の

ごみが実績として拾われておりまして、それが手で拾われているのか、参加

賞を使ってくださったのかどうかは実は調べてはないのですが、ご指摘のと

おり、使っていただけるような記念品というのは大事なことだと思っており

ますので、引き続き研究してまいりたいと思います。 

 

（会長）   よろしゅうございますでしょうか。 

 

（委員）   ピリカのことですけれども、ピリカは私も参加させてもらっていて、記念

品とか頂くことがあるのですけども、軍手はとてもいいかなというふうに思

っています。あと、トングも利用させていただいていますし、いろいろ考え

てやっているのではないかなというふうに思っております。 

 

（会長）   これで皆さん方全員ご発言がありましたが、時間が若干ありますので、私、

一言申し上げてよろしゅうございますか。 

       おかげさまで、皆様方が身近な問題から、あるいは極めて根源的な問題も

含めて、本質的なご議論になったと思っています。そういう意味では大変豊

かな議論ができたというふうに思いますので、ぜひともそれぞれの行政の立

場によって、きちんと受け止めていただきたいなというふうに思っておりま

す。 

       そういう観点から一言二言申し上げますと、環境区民というのは、もうち

ょっと深掘りして考えるとどういうことだろうというお話が、まさに我々は、

この議論を始めたときには、荒川区というのは、それぞれ地域、地域である

意味でのお互いの思いやりや、つながりというのがあって、これが環境活動

ということを支えている面もあるだろうと、これを大事にしていこうという

ことだったと思います。これはある意味で区の持っている一つの強みだった

と思います。ただ、議論が、まさにおっしゃったようなところまで考えてみ

ると、区民の方が積極的でなかった。取り組むということ以上に、コストを

負担するんだと、区民が環境問題に対する取組をする以上は、それなりの負

担、これはお金という問題だけじゃないと思います。自分は貢献しなきゃい

けないんだというような意識まで持ってもらうと。いいことをするというこ

とだけではなくて、自ら喜んで負担を負うんだというようなところまで意識

を深めていただかないと、これからの環境問題を考えると難しい問題がある

のかなというふうに思います。これは恐らく地球環境問題などを考えるとき

に、もっと根源的な問題になってくるのかなというふうに思ったりもしてい
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るんです。そういう意味からいうと、今日は大変豊かな議論ができたかなと

思っております。 

       ちょっと一言だけ、言わば市民が環境問題に取り組むことをある意味で積

極的に貢献するとどういうことを達成することができるのかという一つの事

例を申し上げます。私は、ここに書いてございますように、新エネルギー財

団の元会長をやっておりまして、実は今、会長を辞めまして、顧問になって

いるわけでございますが、毎年一回、新エネ大賞というのを実施しておりま

して、新エネをめぐる様々な国内の取組の中で、優秀なものについては大臣

賞、新エネルギー長官賞、会長賞を選んでいるわけでございますが、数年前

に非常に印象に残っている賞がございまして、大臣賞を差し上げたんですが、

これは豊橋市の事例でございました。廃棄物を処理する事業所なのでござい

ますけれども、そこが生ごみの分別回収を徹底的に行い、加えて下水処理場

から出てくる汚泥を一緒に発酵させまして、メタ発酵させる。それで出てき

たガスをベースにして発電を行う。最後にそれでも汚泥が残るんですね。生

ごみの汚泥の場合、それから、し尿処理に伴う下水処理の汚泥、それを普通

ならば産業廃棄物で処理するしかないんですが、これを還流したんです。還

流して燃料にしてしまったということで、言わば、廃棄場から廃棄物が出て

こない、全部燃料にした。しかも、これは全て生物由来でございますから、

ＣＯ２エミッションという観点がゼロなのですよ。これで何が起きたかとい

うと、２０年間で１２０億円の収支化ができたと。したがって、これはごみ

がお金もうけの種になっているということ。ただし、これをやるために何が

必要だったかというと、徹底的な分別なんです。市民の方に徹底的な生ごみ

の分別収集をお願いするために、都合５００回説明会を行ったということが

あります。 

       加えて、あともう一つ大きな問題は、ご存じのように、下水というのは、

国交省の所管なんですね。一方で、ごみのほうは環境省の仕事。言わば、行

政の縦割りの問題を根底から崩すということをやったんですね。これは市長

さんが大変すごかったんですけども。つまり、なかなかできないこと、難し

いことですけれども、総力を挙げてやって市民の協力が得られると、そこま

でできるということだと私は思っております。 

       もう一度振り返って考えると、環境区民というのはまさに、難しいことで

ありますけれども、環境の問題についてみんなで考え、計画して、プラスの

行動をするだけじゃなくて、それに伴う負担もちゃんと負うんだというとこ

ろまで区民に意識を持ってもらうと。そこを目指すということなのかなと私

は思っておりまして、まさに今日の議論、お話をしても、最後は区民として
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どこまでの負担を持ってもらうのかというところまで意識した上での議論が

区民との関係で必要なのかなということがよく分かりました。恐らくこれは

環境目標との関係でいいますと、実は区の立場ではどうにもならないものが

あります。例えば原子力をどこまで使うか、石炭をどこまで使うか、これは

国の責任だと思います。そうすると、区民の立場でそこまで何とかしようと

いうのはできないことなので、どこまで区民として負担してもらうのかとい

うことが、納得してもらうということも大変大事だろうなと。守備範囲は、

この範囲において一生懸命こういうことをやってください、ここは国なり行

政の仕事なのだということが分からないと、確かに納得してもらえないのだ

ろうと。そういうところまで議論を進めていく必要がそろそろ出てきている

のかなというふうに思ったりもしました。これは感想で恐縮でございます。

何かご発言があれば、どうぞ。 

 

（事務局）  いろいろアイデア、ありがとうございます。私どもも環境基本計画ができ

て今年で１５年になります。地道ではございますけれども、取組を日々進め

てございます。その中で、例えば、会長のほうからございました環境区民と

いう意識、考え方についても、計画の改定のたびに改めてそこのところを意

識して、どういう取組ができるんだろうという考えの下で具体的な施策等に

も反映しているところでございます。 

       我々一人一人の取組は、そんなに大きくはございません。ただ、その取組

がいろんな団体さんとかの横串を刺すことによって、さらに加速するという

面も多分にあると思いますので、そういった視点も持って、これからしっか

り対応していきたいなと考えてございます。 

 

（会長）   最後の点は、私が最後に申し上げたかったことを先取りしておっしゃって

いただきました。環境区民ということを考えたときに、行政の立場で個々の

区民と直接向き合って活動するというのはなかなか難しいと思います。幸い

にして、荒川区には環境問題について取組を行っている様々な団体もあり、

それは既存の様々な町会だったり商店街だったり、そういうところもそうい

う意識で随分活動されているわけでありますから、そういう組織と連携して、

その力を借りながら共に歩むというふうにすれば、恐らくもっと広がりが出

てきて、かつ十分な浸透になっていくのではないかなと思っております。 

 

（事務局）  ありがとうございます。 
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（会長）   そろそろ予定された時間になってきてございますけれども、ご発言、まだ

し足らないというような委員の方がいらっしゃいましたら、いかがでござい

ますか。 

       よろしゅうございますでしょうか。ありがとうございました。 

       本日は皆様方、様々なご意見をいただきまして、誠にありがとうございま

した。本日いただきましたご意見につきましては、事務局のほうで改めて確

認していただきまして、今後の区の環境施策への反映についてよろしく検討

いただければというふうに思います。 

       それでは、以上をもちまして、本日の審議会を終了といたします。ありが

とうございました。 

 

（事務局）  皆様、ありがとうございました。 

       １点ご報告でございます。本日の審議会の議事録でございますが、事務局

がまとめたものを後日送らせていただいて、ご確認いただいた上でホームペ

ージに掲載させていただきますので、ご承知おきくださいますようお願いい

たします。 

  連絡事項は以上でございます。ありがとうございました。 

 

（会長）   ありがとうございました。 

──閉会── 


